
皮 膚 科 で 行 っ て い る 皮 膚 癌 治 療  

 

I） 診 療 科 の 特 徴  

令 和 6 年 4 月 か ら 皮 膚 科 部 長 に 赴 任 し た 立 花 隆 夫 医 師 は 日

本 皮 膚 科 学 会 認 定 専 門 医 （ 認 定 番 号 第 3 1 6 3 号 ）、 日 本 ア レ ル

ギ ー 学 会 指 導 医 （ 認 定 番 号 第 2 8 0 号 ） で あ り 、 ま た 、 専 門 が

膠 原 病 、 創 傷 治 癒 （ 褥 瘡 を 含 む ） の み な ら ず 皮 膚 外 科 で も あ

る こ と か ら 、 枚 方 公 済 病 院 皮 膚 科 に お い て も こ れ ま で 行 っ て

き た 内 科 的 な 皮 膚 科 診 療 に 加 え 、 皮 膚 が ん 治 療 を 含 む 皮 膚 外

科 を 開 始 し て い る 。  

な お 、脂 漏 性 角 化 症 、色 素 性 母 斑 、粉 瘤 、脂 肪 腫 な ど の 良 性

腫 瘍 に 対 し て は 整 容 を 重 視 し た 標 準 的 治 療 を 、 ま た 、 下 記 に

示 す 皮 膚 悪 性 腫 瘍 に 対 し て は 日 本 皮 膚 科 学 会 の ガ イ ド ラ イ ン

に 則 し た 治 療 を 、 患 者 さ ん に 提 案 し て い る 。  

 

I I） 代 表 的 な 皮 膚 癌  

基 底 細 胞 癌 、ボ ー エ ン 病 、日 光 角 化 症（ 老 人 性 角 化 腫 ）な ど

の 表 皮 内 癌（ も し く は 癌 前 駆 症 ）、扁 平 上 皮 癌（ 皮 膚 で は 有 棘

細 胞 癌 と 称 す ）、悪 性 黒 色 腫 、パ ジ ェ ッ ト 病 お よ び 真 皮 の 間 葉

系 腫 瘍  

 

I I I） 皮 膚 癌 に 対 す る 診 療 項 目  

手 術 療 法 、 化 学 療 法 、 放 射 線 療 法 、 緩 和 治 療  

 

V I） 皮 膚 癌 に 対 す る 診 療 内 容 と そ の 特 徴  

1） 基 底 細 胞 癌  

 基 底 細 胞 に 類 似 し た 細 胞 が 増 殖 す る 皮 膚 癌 で あ り 、 最 も 発

生 頻 度 が 高 い 。 顔 面 に 好 発 す る た め 、 有 棘 細 胞 癌 と 同 様 に 日

光 紫 外 線 の 関 与 が 推 測 さ れ て い る 。 ま た 、 近 年 癌 抑 制 遺 伝 子

の 異 常 が 関 わ っ て い る こ と も 明 ら か に な っ て き た 。  

 高 齢 者 の 頭 頸 部 、 特 に 眼 囲 や 鼻 、 耳 の 周 囲 な ど に 好 発 す る

黒 色 か ら 灰 黒 色 の 結 節 で 、 ゆ っ く り 増 大 す る と 共 に 中 央 が 崩



れ て 潰 瘍 化 す る 。 ま た 、 辺 縁 で は 灰 黒 色 の 小 結 節 が 真 珠 の 首

飾 り 状 に 配 列 す る の が 特 徴 で あ る 。 転 移 を 生 じ る こ と は 殆 ど

な い が 、 眼 や 鼻 な ど 顔 面 の 重 要 な 器 官 に 近 い た め 、 切 除 し た

後 の 再 建 に は 工 夫 を 要 す る 。  

2） 癌 前 駆 症 (ボ −エ ン 病 /日 光 角 化 症 （ 老 人 性 角 化 腫 ） /白 板

症 )  

a )ボ −エ ン 病 ： 日 光 紫 外 線 、 H P V（ ヒ ト 乳 頭 腫 ウ イ ル ス ）、放 射

線 や 砒 素 な ど が 原 因 と な る 。 な お 、 青 壮 年 者 の 外 陰 部 に 多 発

す る ボ ー エ ン 様 丘 疹 症 は 、ボ −エ ン 病 と 組 織 像 が 酷 似 す る 良 性

の H P V 感 染 症 で は あ る が 、 子 宮 頸 癌 に 見 い 出 さ れ る の と 同 じ

型 の H P V 感 染 の た め 、 頸 癌 の 合 併 あ る い は 遅 れ て の 発 症 に 注

意 す る 必 要 が あ る 。  

 高 齢 者 の 躯 幹 や 四 肢 に 好 発 す る 境 界 明 瞭 な 径 数 ｃ ｍ の 褐 紅

色 斑 で 、 一 部 盛 り 上 が っ た り 痂 皮 を 付 着 す る 。 亀 頭 部 に 生 じ

た も の を 紅 色 肥 厚 症 と 呼 ん で い る 。 ま た 、 多 発 例 も 約 1 0〜

2 0％ み ら れ る が 、 砒 素 に よ る 場 合 は 、 手 掌 ・ 足 底 の 角 化 、 体

幹 ・ 四 肢 の 色 素 沈 着 と 点 状 白 斑 、 爪 の 線 状 色 素 沈 着 な ど を 生

じ 、 皮 膚 以 外 に も 肝 癌 、 肺 癌 、 膀 胱 癌 な ど の 内 臓 悪 性 腫 瘍 を

合 併 す る こ と が あ る 。  

b )日 光 角 化 症 ： 高 齢 者 の 顔 面 な ど の 露 光 部 に 好 発 す る こ と か

ら 、 日 光 紫 外 線 、 特 に 中 波 長 紫 外 線 に よ る D N A 損 傷 が そ の 原

因 と 考 え ら れ て い る 。 し た が っ て 、 新 た な 病 変 を 生 じ な い よ

う サ ン ス ク リ ー ン を 使 用 す る と 共 に 帽 子 な ど に よ る 遮 光 が 必

要 と な る 。  

 黄 褐 色 の 痂 皮 を 載 せ る 径 1〜 ３ ｃ ｍ の 紅 褐 色 局 面 の こ と が

多 く 、落 屑 を 伴 う 。一 見 治 っ た よ う に 紅 斑 の 消 退 を 繰 り 返 す 。

ま た 、 下 口 唇 に 生 じ た も の を 日 光 口 唇 炎 と 呼 ん で い る 。  

c )白 板 症 ： 口 腔 ま た は 外 陰 部 粘 膜 の 白 色 の 痂 皮 を 載 せ た 紅 色

萎 縮 性 局 面 で あ り 、 義 歯 や タ バ コ な ど に よ る 慢 性 刺 激 が 原 因

と 考 え ら れ て い る 。  

 こ れ ら 癌 前 駆 症 で は 共 に 外 科 的 切 除 が 原 則 と な る が 、 高 齢

者 や 多 発 例 で は 液 体 窒 素 に よ る 凍 結 療 法 や C O 2 レ ー ザ ー な ど



も 適 応 と な る 。 ま た 、 日 光 角 化 症 で は イ ミ キ モ ド が 保 険 適 応

と な っ て い る 。  

3） 有 棘 細 胞 癌  

 日 光 暴 露 が 原 因 で あ る た め 過 半 数 の 患 者 で は 顔 面 や 頭 部 に

生 じ る 。そ れ 以 外 に も 、熱 傷 ､外 傷 な ど の 瘢 痕 か ら 発 生 す る（ 瘢

痕 癌 ）。 ま た 、 前 項 の ボ −エ ン 病 、 日 光 角 化 症 あ る い は 白 板 症

が 隆 起 し て く る と 、 転 移 能 を 持 っ た 有 棘 細 胞 癌 に 移 行 す る 。  

 皮 表 か ら 外 側 に 向 け て 盛 り 上 が っ た 隆 起 性 腫 瘍 で あ り 、 表

面 は び ら ん あ る い は 厚 い 角 質 塊 に 覆 わ れ る 。 時 に 盛 り 上 が ら

な い で 湿 潤 局 面 と な っ た り 、 あ る い は 、 堤 防 状 に 盛 り 上 が り

そ の 中 央 に 潰 瘍 を 形 成 す る こ と も あ る 。 ま た 、 し ば し ば 悪 臭

を 伴 う 。 治 療 は 外 科 的 切 除 を 原 則 と す る が 、 高 齢 者 な ど で は

Q O L の 向 上 を 目 的 と し た 放 射 線 療 法 、 凍 結 療 法 や モ ー ズ ペ ー

ス ト な ど も 選 択 肢 に な り う る 。  

4） 悪 性 黒 色 腫  

 悪 性 度 の 高 い 皮 膚 癌 で あ り 、‘ホ ク ロ の が ん ’と し て 広 く 知

ら れ て い る 。 色 素 産 生 能 を 持 つ た め 、 黒 褐 色 の 扁 平 あ る い は

隆 起 性 皮 膚 病 変 と な る こ と が 多 い が 、低 〜 無 色 素 性 の こ と も 、

口 腔 、外 陰 部 な ど の 粘 膜 や 眼 の 結 膜 な ど に 生 じ る こ と も あ る 。

発 生 頻 度 に 人 種 差 が み ら れ（ 白 人 ＞ 黄 色 人 種 ＞ 黒 人 ）、露 光 部

の 発 症 が 多 い こ と か ら 、 日 光 紫 外 線 、 特 に 中 波 長 紫 外 線 の 関

与 が 指 摘 さ れ て い る 。 ま た 、 足 の 裏 や 指 （ 趾 ） の 爪 部 な ど に

生 じ る こ と か ら 、 外 傷 に よ る 外 的 刺 激 も そ の 誘 因 と 考 え ら れ

て い る 。  

 治 療 の 主 体 は 手 術 療 法 で あ る 。 な お 、 予 後 は そ の 肉 眼 的 な

大 き さ と は 関 係 な く 、 む し ろ 病 理 組 織 検 査 に よ る 腫 瘍 の 厚 さ

（ t u m o r  t h i c k n e s s） に 相 関 す る 。 そ の た め 、 そ の 後 の 治 療 計

画 等 を 立 て た 上 で 全 切 除 生 検 、 セ ン チ ネ ル リ ン パ 節 生 検 を 行

う こ と で 病 期 を 決 定 し 、 そ の 後 、 免 疫 療 法 薬 、 分 子 標 的 薬 を

含 め た 集 学 的 治 療 を 患 者 と 相 談 の 上 で 選 択 す る 。  

5） ペ ー ジ ェ ッ ト 病  

 乳 房 部 と 乳 房 外 に 分 け ら れ 、 前 者 は 乳 癌 、 す な わ ち 乳 管 浅



部 癌 の 皮 膚 へ の 浸 潤 、 ま た 、 後 者 は 外 陰 部 に 多 く み ら れ 、 そ

の 他 に も ア ポ ク リ ン 汗 腺 が 存 在 す る 肛 囲 や 腋 窩 に 生 じ る 。 し

か し 、 皮 膚 の 下 に ア ポ ク リ ン 腺 癌 を 認 め る こ と は 稀 で あ る た

め 、 そ の 起 源 は ア ポ ク リ ン 腺 の 表 皮 開 口 部 （ 表 皮 内 汗 管 ） か

ら の ‘ 表 皮 内 癌 ’ と す る 説 が 最 も 有 力 で あ る 。  

 境 界 が 比 較 的 明 瞭 な 淡 紅 色 か ら 褐 色 調 、 あ る い は 、 び ら ん

や 鱗 屑 を 載 せ た 斑 状 局 面 で あ り 、 時 に 白 斑 様 外 観 を 呈 す る こ

と も あ る 。ま た 、進 行 す る と 斑 状 局 面 が 大 き く な る ば か り か 、

そ の 一 部 が 隆 起 す る と 浸 潤 癌 （ ペ ー ジ ェ ッ ト 癌 ） に な る 。 ま

た 、 外 科 的 切 除 が 原 則 で あ る が 、 出 来 る だ け 縫 縮 あ る い は 局

所 皮 弁 を 用 い る こ と で 、 早 期 離 床 を 心 掛 け る こ と が 高 齢 者 を

対 象 と す る 手 術 に は 大 切 で あ る 。  

6） 真 皮 の 間 葉 系 腫 瘍  

 隆 起 性 皮 膚 線 維 肉 腫 、 さ ら に は 、 悪 性 線 維 性 組 織 球 腫 、 血

管 肉 腫 、 脂 肪 肉 腫 、 平 滑 筋 肉 腫 、 横 紋 筋 肉 腫 な ど が あ る 。 紙

面 の 関 係 で そ れ ら の 特 徴 は 省 く が 、 治 療 の 主 体 は や は り 手 術

療 法 で あ る 。  


